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新型コロナウイルス感染症
に関する問合せ

☎042-524-5171（多摩立川保健所内）
（平日：午前9時～午後5時）

☎03-5320-4592
（平日：午後5時～翌午前9時／土・日曜日、祝日：終日）

新型コロナ受診相談窓口

☎0570-550-571
〔午前９時～午後10時(土・日曜日、祝日を含む)〕

東京都新型コロナコールセンター
9月8日現在

ファクス03-5388-1396

聴覚に障害のある方等、
電話での相談が難しい方向けの相談窓口

「東大和市PCRセンター」を開設します

　市では、市民の安全・安心に応えるため、東大和市医師会の協力のもと、下記のとおり「東
大和市ＰＣＲセンター」を設置し、検査体制を整備します。
▷�利用対象者　市内医療機関（PCRセンターを共同利用するかかりつけ医等）での診察
により、�ＰＣＲ検査の必要があるとされた方
※市内医療機関からの予約制となります。常時マスクを着用し、公共交通機関の利用はお
　控えください。
▷開設日　９月 16日㈬
※紹介のない受診希望者の来所による混乱を防ぐため、開設場所を非公開としています。
▷検査実施日時　水・土曜日または木・土曜日の午後 1時 30分～３時 30分（週２回）
▷検査費用　無料（市内医療機関の診察料については保険適用となり、自己負担が発生）
▷問合せ　市立保健センター☎ 042-565-5211 まで。

・避難を開始する前に、必ず、市のホームページなどで開設している避難所を確認する
・気象状況が悪くなる前に避難行動を開始する
・マスクを着用する
・非常時持ち出し袋・避難者の身分証明書を携行する
・感染症予防のため、体温計・消毒液・スリッパを携行する
・ペットを同行させるときはケージに入れる

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため

避難方法について
考えましょう

　浸水・土砂災害ハザードマップなどで、自分の家が浸水や土砂災害のおそれがある場所か
どうか確認しましょう。

　新型コロナウイルス感染症が収束しない中、避難所での生活
には、いわゆる「３密」の状態となり感染症に感染するリスク
や、慣れない環境での生活により、体調不良を引き起こすリス
クなどがあります。避難方法について、改めて考えましょう。

　自宅が浸水する可能性がある場合、近隣の安全な知人宅
や友人宅等へ避難を検討してください。分散避難を行う際
は以下の点に注意してください。

・避難先の方と日頃から連絡を取る

・公共交通機関が運休する前に避難する

・�車を使って避難する場合は渋滞を避けるため、早い段階で
避難する

　ご自宅の安全が確保されている場合は、自宅での生活を続ける「在
宅避難」を検討してください。在宅避難をする際は以下の点も確認
をしましょう。
・木造住宅やブロック塀などの安全確認する

・�水、食料などの備蓄品を用意する（食料・日用品は期限が近くなっ
たものは消費し、再購入）
※�土砂災害の危険があっても、十分堅牢なマンション等の上層階に
住んでいる場合は自宅に留まり安全確保することも一案です。

▲�市では、感染症対策のため、避難所にパー
ティションを用意しています

自宅が安全かどうかを確認

分散避難在宅避難

避難所へ避難するときは

避難所

【黄緑色部分】
浸水想定区域
（01～ 0.5 ｍ未満）

　大雨や台風による浸水被害や土砂災害が予想される範囲とその程度及び緊
急時の避難場所を示した地図です。市のホームページからも入手できます（右
の二次元コードよりアクセス可）。

ハザードマップとは

▷問合せ　防災安全課・内線 1352 まで。

２面：チェレステ・ガーデン　オープン１周年　　  ３面：プラネタリウム秋の番組　　  ４面：保育施設の入園案内を配布
５面： 男女共同参画川柳を募集　 　６・７面：情報マップ・医師会コーナー 　　８面：ハミングホール・市民記者レポート

郷土博物館　企画展示
吉岡堅二没後 30 年展 　堅二と華堂

　東大和ゆかりの日本
画家・吉岡堅二没後 30
年となる今年は、市内
で初公開となる吉岡華
堂・堅二父子の作品を
多数ご紹介します。

― 詳しくは３面へ ―
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　日本に住んでいるすべての人・世帯を対象とする、国
の最も重要な統計調査である国勢調査を実施します。こ
の調査は、人口の構造や世帯の構成・居住状況を明らか
にすることを目的に行われ、調査結果は、行政における
社会福祉、雇用政策、防災対策などの基礎資料として利
用されます。
　9月 14 日から調査票を配布しています。今回の調査
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、インターフォン越しでやり取りをしたうえで、郵便
受けに調査票を投函します。
　統計法により、調査を受ける人には「報告義務」、調
査をする人には「守秘義務」が規定されています。調査
へのご協力をお願いします。
▷回答期限　10 月 7日㈬
▷回答方法　インターネットまたは郵送（原則）
▷問合せ　
　・総務省国勢調査コールセンター☎ 0570-07-2020
　・東大和市国勢調査コールセンター☎ 042-562-0154

国勢調査
ご協力をお願いします

東大和市駅

中小企業大学校

西武拝島線

富士見通り

◀玉川上水駅

東大和市民会館
南街交番

ハミングホール

東京校

青
梅
街
道

　　 　チェレステ・ガーデンには、飲食店、サロン、物販などが営
業できる設備を備えています。この施設を活用し、出店してみ
たい方は、運営事業者までお問い合わせください。
▷設備形態　・レンタルキッチン（飲食店・菓子店等）
　　　　　　・シェアサロン（ネイル・整体・エステ等）
　　　　　　・貸スペース（ショップ・ギャラリー等）

▷場所　南街２-109-11( 南街交番北向かい）

▷問合せ　㈱シーズプレイス（運営事業者）☎ 042-512-9958 へ。

東大和市創業チャレンジ施設

出店者を募集しています現在の出店者紹介
・うさぎ屋　ＵＤＯＮ

・骨盤調整館スマイル

・Salon AXIA（サロンアクシア）

9 月 22日（祝日）は
チェレステの日

　　商店街の活性化を目指す「地方創生活気ある商店街づくり事業」
の一環として、富士見通りに設置した東大和市創業チャレンジ施設

「チェレステ・ガーデン」が、オープンから１年となりました。
　創業へ向けた一歩を踏み出す場や、空いた時間でお店を開く場な
どとして、現在も様々なお店が出店しています。きっとあなたのお
気に入りのお店が見つかるはず。ぜひ、一度足を運んでみてください。
▷問合せ　産業振興課・内線 1071 まで。

　チェレステの日には、施設の出店者によるコラボ企画を行うほ
か、お得なサービスなどを予定しています。

チェレステ・ガーデン

詳細は、市のホームページ（下
の二次元コードよりアクセス
可）またはチェレ
ステ・ガーデンの
ホームページをご
覧ください。

チェレステ・
ガーデン
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市
民
意
識
調
査

取得できる証明書・手数料の一覧

証明書の種類
手数料（1 通）

取得できる
証明書の範囲コ ン ビ ニ

エンスストア 窓口

住民票の写し 2 0 0円 3 00円
本人のもの、
本人と同一世
帯員のもの

印鑑登録証明書 1 5 0円 3 0 0円 本人のもの
戸籍の全部事
項証明書・個
人事項証明書

3 5 0円 4 5 0円
本人のもの、
本人と同一戸
籍のもの※１

戸籍の附票の写し 1 5 0円 3 0 0円
本人のもの、
本人と同一戸
籍のもの※１

市民税・都民税課税
（非課税）証明書 2 0 0円 3 0 0円

本人の最新年
度分のもの
※２

※１　本籍が東大和市のものに限ります。
※２　�被扶養者等申告のない方は、発行でき

ません。修正申告などで内容に変更の
あった方は一定期間発行できません。

がんばれ東大和！対象店舗で最大30％が戻ってくる
キャンペーン実施中

市内対象店舗にてPayPayで買い物すると、支払額の30％のPayPayボーナス（ポイント）を還
元するキャンペーンを９月30日㈬まで実施しています／問合せ　産業振興課・1071まで
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　日本に住んでいるすべての人・世帯を対象とする、国
の最も重要な統計調査である国勢調査を実施します。こ
の調査は、人口の構造や世帯の構成・居住状況を明らか
にすることを目的に行われ、調査結果は、行政における
社会福祉、雇用政策、防災対策などの基礎資料として利
用されます。
　9月 14 日から調査票を配布しています。今回の調査
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点か
ら、インターフォン越しでやり取りをしたうえで、郵便
受けに調査票を投函します。
　統計法により、調査を受ける人には「報告義務」、調
査をする人には「守秘義務」が規定されています。調査
へのご協力をお願いします。
▷回答期限　10 月 7日㈬
▷回答方法　インターネットまたは郵送（原則）
▷問合せ　
　・総務省国勢調査コールセンター☎ 0570-07-2020
　・東大和市国勢調査コールセンター☎ 042-562-0154

国勢調査
ご協力をお願いします

東大和市駅

中小企業大学校

西武拝島線

富士見通り

◀玉川上水駅

東大和市民会館
南街交番

ハミングホール
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　　 　チェレステ・ガーデンには、飲食店、サロン、物販などが営
業できる設備を備えています。この施設を活用し、出店してみ
たい方は、運営事業者までお問い合わせください。
▷設備形態　・レンタルキッチン（飲食店・菓子店等）
　　　　　　・シェアサロン（ネイル・整体・エステ等）
　　　　　　・貸スペース（ショップ・ギャラリー等）

▷場所　南街２-109-11( 南街交番北向かい）

▷問合せ　㈱シーズプレイス（運営事業者）☎ 042-512-9958 へ。

東大和市創業チャレンジ施設

出店者を募集しています現在の出店者紹介
・うさぎ屋　ＵＤＯＮ

・骨盤調整館スマイル

・Salon AXIA（サロンアクシア）

9 月 22日（祝日）は
チェレステの日

　　商店街の活性化を目指す「地方創生活気ある商店街づくり事業」
の一環として、富士見通りに設置した東大和市創業チャレンジ施設

「チェレステ・ガーデン」が、オープンから１年となりました。
　創業へ向けた一歩を踏み出す場や、空いた時間でお店を開く場な
どとして、現在も様々なお店が出店しています。きっとあなたのお
気に入りのお店が見つかるはず。ぜひ、一度足を運んでみてください。
▷問合せ　産業振興課・内線 1071 まで。

　チェレステの日には、施設の出店者によるコラボ企画を行うほ
か、お得なサービスなどを予定しています。

チェレステ・ガーデン

詳細は、市のホームページ（下
の二次元コードよりアクセス
可）またはチェレ
ステ・ガーデンの
ホームページをご
覧ください。

チェレステ・
ガーデン
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は
じ
め
て
の
方
で
も
、
鳥
の

姿
を
見
つ
け
や
す
い
空
堀
川
。

カ
ワ
セ
ミ
、
モ
ズ
な
ど
野
鳥
観

察
を
楽
し
み
ま
す
。

▽
期
日　

10
月
４
日
㈰

　

身
近
に
い
る
動
物
た
ち
の
動

物
愛
護
、
適
正
な
飼
育
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

【
動
物
は
正
し
く
終
生
飼
養
】

　

飼
い
主
は
、
動
物
を
飼
育
す

る
う
え
で
、
そ
の
習
性
や
生
理

を
よ
く
理
解
し
、
愛
情
を
も
っ

て
終
生
飼
養
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
に

気
を
配
り
、
犬
に
は
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
や
ご
家

族
の
お
通
じ
を
気
に
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

　

腸
内
環
境
を
改
善
す
る
こ
と

は
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
の
う
え
で
も
重
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

腸
内
細
菌
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
お
招
き
し
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
実
行
で
き
る
腸
内
環
境
改

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
・
双
眼

鏡▽
申
込
み
・
問
合
せ　

郷
土
博

物
館
☎
042
─
567
─
４
８
０
０
ま

で
。

【
身
元
の
表
示
】

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
も
と

に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
動
物

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い

主
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に

し
、
迷
子
に
な
っ
た
動
物
の
発

見
を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
、

犬
に
は
鑑
札
を
着
け
、
猫
や
そ

の
他
の
動
物
に
は
名
札
等
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

30
分
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
定
員　

100
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

辨
野
義
己
氏
（
理
化

学
研
究
所
農
学
博
士
）

▽
保
育　

若
干
名
（
１
歳
～
３

歳
の
幼
児
・
申
込
順
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
─
565
─
５
２

１
１
ま
で
。

　

秋
番
組
の
投
影
が
始
ま
り
ま

す
。

▽
期
間　

９
月
19
日
㈯
～
12
月

６
日
㈰
（
休
館
日
は
除
く
）

▽
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
開
館
）、
祝
日
の
翌
日

▽
観
覧
料　

大
人
300
円
、
小
・

中
学
生
100
円

※
投
影
途
中
の
入
退
場
不
可
。

※
ど
の
番
組
も
星
座
解
説
あ
り
、

投
影
時
間
は
45
分
程
度
。

【
一
般
の
番
組
「
ハ
ナ
ビ
リ
ウ

ム
～
花
火
っ
て
な
ん
で
あ
る

の
？
」】

　

花
火
の
こ
ど
も
「
ヒ
バ
ナ
」

の
冒
険
。
花
火
の
文
化
と
歴
史
、

そ
し
て
、
花
火
師
以
外
は
決
し

て
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
花

火
の
真
下
」
か
ら
の
360
度
実
写

映
像
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

市
の
魅
力
が
満
載
の
11
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
す

る
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
外
出

す
る
機
会
も
減
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
運
動
不

足
解
消
の
た
め
に
も
、
マ
ッ
プ

を
持
っ
て
市
内
を
め
ぐ
り
、 

改

め
て
市
の
魅
力
を
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
で
は
、

健
脚
者
、
家
族
、
初
心
者
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
合
わ
せ
た
コ

▽
集
合
時
間　

午
前
９
時
30
分

▽
集
合
場
所　

武
蔵
大
和
駅
下

広
場

▽
観
察
地　

空
堀
川

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

【
犬
の
散
歩
は
ル
ー
ル
を
守
っ

て
】

　

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

犬
を
リ
ー
ド
で
き
ち
ん
と
つ
な

ぎ
ま
し
ょ
う
。
も
し
散
歩
中
に

オ
シ
ッ
コ
を
し
て
し
ま
っ
た
と

き
は
す
ぐ
に
水
で
流
し
、
フ
ン

を
し
た
と
き
は
家
ま
で
持
ち
帰

る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ

る
よ
う
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
散

歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

善
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
く
講
演
会
を
実
施

し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
方
か
ら
シ
ニ

ア
の
方
ま
で
全
て
の
年
代
の
方

に
役
立
つ
内
容
で
す
。

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

▽
日
時　

10
月
10
日
㈯
午
後
２

時
～
４
時
（
開
場
：
午
後
１
時

※
好
評
の
た
め
、
期
間
を
延
長

し
投
影
し
ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

開
館
日
の

午
後
３
時

【
星
空
番
組
「
秋
の
星
空
と
惑

星
の
ハ
ナ
シ
」】

　

い
つ
も
よ
り
も
長
く
メ
ガ
ス

タ
ー
の
星
空
が
楽
し
め
る
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
明
る
く
み
や
す
い
火
星

な
ど
の
話
題
も
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
午
後
１
時

【
こ
ど
も
番
組「
ナ
ナ
と
ハ
チ
」】

　

む
か
し
む
か
し
の
物
語
、
ゴ

ン
ロ
ク
じ
い
さ
ん
と
孫
娘
の
と

こ
ろ
に
宇
宙
か
ら
ネ
コ
が
お
ち

て
き
た
。
な
か
よ
く
一
緒
に
暮

ら
し
始
め
ま
す
が
。

▽
投
影
開
始
時
刻　

土
・
日
曜

日
、
祝
日
午
前
11
時

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
042

─
567
─
４
８
０
０
ま
で
。

ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
際
は
、
他

の
人
と
の
距
離
を
確
保
し
、
十

分
な
距
離
を
確
保
で
き
る
場
合

は
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し

ょ
う
。

▽
配
布
先　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
─
565
─
５
２
１
１
ま
で
。

自
然
観
察
会

９
月
20
日
～
26
日
は

お
越
し
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
空
堀
川
の
鳥
た
ち

　
動
物
愛
護
週
間

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
腸
内
改
善

～
健
康
長
寿
100
歳
を
目
指
し
て
～

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

秋
の
番
組
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▷開催期間　９月 26 日㈯～ 11 月１日㈰
▷開催時間　午前９時～午後５時
▷開催期間中の休館日　月曜日
▷場所　郷土博物館企画展示室

郷土博物館　企画展示

吉岡堅二没後 30年展

　東大和ゆかりの日本画家・吉岡堅二は、昭和
期の前衛日本画会を牽引した巨匠の一人です。

その父・華堂画伯も狩野
派の流れを汲む日本画家
として活躍しました。堅
二画伯没後 30 年となる
今年は、市内で初公開と
なる華堂・堅二父子の作品を多数ご紹介します。
▷申込み・問合せ　郷土博物館☎042-567-4800まで。

　吉岡堅二画伯の親族を講師にお招きし、堅二画
伯の祖父としての一面や当時の暮らしの様子につ
いて、お話を伺います。事前申込が必要です。

▷開催日　10 月 18 日㈰
▷時間　午後２時 30 分から（１時間程度）
▷場所　郷土博物館会議室
▷定員　20 人（申込順）
▷講師　吉岡直樹氏（吉岡堅二画伯の孫）
▷費用　無料

　日本画家・吉岡華堂の次男として東京の本郷で
生まれ、15 歳で父と同じ画家の道を志し、野田
九浦の画塾に入門。日本画を学び始めました。
　24 歳の時、第 11 回帝展に出品した「奈良の鹿」
が特選を受賞し、脚光を浴びました。
　東大和市には昭和 19 年に転居。平成 2年に亡くなるまでこの地
で暮らし、現在、この邸宅は、国の登録有形文化財「旧吉岡家住宅」
として保存されています。

　京都の西洞院で染物屋に生まれ、京都の日本画
家・岸竹堂に学んだのち、明治 35 年に上京、寺
崎廣業に師事しました。
　廣業の門下には、のちに堅二が師事する野田九
浦がいました。花鳥画を得意とし、将来を嘱望さ
れていましたが、大正 6年に逝去しました。

企画
展示

講演会

関連
イベント

吉
よしおかけんじ

岡堅二

吉
よしおかかどう

岡華堂

堅二と華堂
▲吉岡華堂筆《ライオン》

▲吉岡堅二筆《フクロウ》

明治 39（1906）年～平成 2（1990）年

明治 7（1874）年～大正 6（1917）年
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市
で
は
、
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
保
育
施
設
（
認
可
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
）
の
入

園
を
希
望
す
る
方
に
、
10
月
１

日
㈭
（
予
定
）
か
ら
入
園
案
内

・
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

・
保
育
課
（
市
役
所
１
階
）

・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
内
私
立
認
可
幼
稚
園
へ
の

令
和
３
年
４
月
入
園
を
希
望
さ

れ
る
方
向
け
の
入
園
願
書
を
、

10
月
15
日
㈭
か
ら
各
幼
稚
園
で

配
布
し
ま
す
（
配
布
時
間
は
幼

稚
園
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）。

詳
細
は
、
入
園
希
望
の
各
幼
稚

　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

等
に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
や

保
育
士
に
子
育
て
の
相
談
も
で

き
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

・
10
月
６
日
㈫
：
か
み
き
た
だ

い
児
童
館

・
10
月
14
日
㈬
：
清
水
集
会
所

・
10
月
21
日
㈬
：
芋
窪
集
会
所

・
10
月
28
日
㈬
：
清
原
市
民
セ

ン
タ
ー

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

※
参
加
の
際
は
、
来
場
前
の
検

温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の

消
毒
を
し
て
い
た
だ
き
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
利
用
定

員
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
３
６
５

１
ま
で
。

園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
狭
山
ヶ
丘
幼
稚
園
：
高
木
１

―
87
―
１
、
☎
042
―
562
―
０
６

６
１

・
大
和
富
士
幼
稚
園
：
向
原
４

―
16
―
17
、
☎
042
―
561
―
２
３

７
９

・
大
和
八
幡
幼
稚
園
：
奈
良
橋

１
―
258
、
☎
042
―
561
―
４
４
３

３▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
６
ま
で
。

・
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

・
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

・
各
児
童
館

・
市
内
の
保
育
施
設

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
保
育
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
受
付
期
間

等
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
育
施
設
の
あ
る

区
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
い
う
言

葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
認

知
症
の
方
の
ケ
ア
に
「
見
る
」

「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」

の
動
作
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

ケ
ア
を
受
け
る
方
の
人
間
ら
し

さ
を
尊
重
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ケ
ア
技
法
で
す
。

　

今
回
、
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の

基
本
的
な
考
え
方
や
、
ケ
ア
へ

の
取
り
入
れ
方
等
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
お
話
し
す
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
な
ど

に
よ
り
認
知
機
能
が
低
下
し
、

日
常
生
活
上
の
支
障
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
く
病
気
で
す
。
年

齢
が
高
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
増

え
、
85
歳
以
上
の
方
で
は
４
人

に
１
人
が
発
症
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
を
早
期
に
発
見
し
、

初
期
の
段
階
か
ら
状
況
に
あ
わ

せ
て
適
切
に
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
75
歳
に
な
る
方
に
、

検
診
の
案
内
一
式
と
認
知
症
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
送
付
し
ま
す
。

自
分
自
身
や
大
切
な
ご
家
族
の

た
め
に
、
認
知
機
能
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
、

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
の
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
案
内
の
送
付
対
象
者　

今
年

度
75
歳
に
な
る
方
（
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
は
除
く
）

※
案
内
は
９
月
下
旬
に
発
送
予

定
で
す
。

▽
認
知
症
検
診
の
流
れ

①
受
診
券
に
あ
る
「
自
分
で
で

き
る
認
知
症
の
気
づ
き
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。

②
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
20
点
以

上
の
場
合
は
、
認
知
機
能
や
日

常
生
活
（
社
会
生
活
）
に
支
障

が
出
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
認
知
症
検
診
実
施
医
療
機

関
に
事
前
予
約
の
う
え
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

※
認
知
症
検
診
実
施
医
療
機
関

の
一
覧
は
案
内
に
同
封
し
ま
す
。

※
既
に
認
知
症
の
診
断
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▽
検
診
の
内
容　

問
診
、
認
知

機
能
検
査

▽
受
診
期
間　

10
月
１
日
㈭
～

12
月
末
日
（
医
療
機
関
の
休
診

日
は
除
く
）

▽
費
用　

無
料

※
検
診
の
結
果
、
さ
ら
に
詳
し

い
検
査
や
専
門
医
療
機
関
へ
の

紹
介
を
受
け
る
場
合
は
、
自
己

負
担
が
生
じ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
９
ま
で
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

10
月
10
日
㈯
午
前
10

時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

25
人
（
申
込
順
）

▽
講
師　

安
藤
夏
子
氏
（
調
布

東
山
病
院
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
推

進
室
科
長
・
認
定
チ
ー
フ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▽
申
込
期
限　

10
月
２
日
㈮

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
☎
042

―
516
―
３
９
８
２
へ
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
方
は
社
会

参
加
や
余
暇
活
動
の
た
め
に
外

出
の
支
援
（
付
添
い
）
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
は
、
移
動
中
の
支
援
だ
け

で
な
く
、
一
緒
に
様
々
な
経
験

を
共
有
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で

す
。
研
修
で
は
、
知
的
障
害
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
や
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
役
割
・
内
容

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
①
～
③
を
満
た

す
方　

①
市
内
に
在
住
・
在
学

・
在
勤
の
方
②
研
修
修
了
後
、

知
的
障
害
者
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
市
に
登
録
し
て
い
る

移
動
支
援
事
業
所
で
業
務
に
従

事
す
る
意
思
が
あ
る
方
（
必
ず

し
も
登
録
後
の
活
動
を
保
障
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
③

全
課
程
受
講
可
能
な
方

※
研
修
初
回
に
、
運
転
免
許
証

等
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所　

下
表
参
照

▽
定
員　

15
人

▽
費
用　

２
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

▽
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
障
害

福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で

持
参
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

※
申
込
用
紙
は
障
害
福
祉
課
窓

口
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
入
手
で
き
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▽
申
込
期
限　

９
月
25
日
㈮
午

後
５
時　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
９
、
フ
ァ
ク
ス
042
―

563
―
５
９
２
８
ま
で
。

　

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
手
話
通
訳
者
は
同
行
せ
ず
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
医
師
・
手
話
通

訳
者
・
患
者
の
三
者
が
遠
隔
手

話
に
よ
り
受
診
の
際
の
通
訳
を

行
な
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
手
話
通
訳

者
等
派
遣
事
業
に
登
録
し
、
医

療
機
関
の
受
診
時
に
手
話
通
訳

を
希
望
す
る
方
（
受
診
後
に
登

録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）。

▽
利
用
方
法　

東
京
手
話
通
訳

等
派
遣
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
連
絡

▽
問
合
せ　

東
京
手
話
通
訳
等

派
遣
セ
ン
タ
ー
〔
フ
ァ
ク
ス
03

―
３
３
５
４
―
６
８
６
８
、
☎

03
―
３
３
５
２
―
３
３
３
５
。

開
所
時
間
は
平
日
午
前
９
時
～

午
後
７
時
、
土
曜
日
は
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）〕
へ
。

※
東
大
和
市
手
話
通
訳
者
等
派

遣
事
業
へ
の
登
録
に
つ
い
て
は

障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２
３

ま
で
。

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度�

保
育
施
設
の
入
園
案
内
を�

�

配
布
し
ま
す

市
内
幼
稚
園
の

�

入
園
案
内

10
月
の

出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
講
演
会

優
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術

�

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
Ⓡ
」

75
歳
の
方
に
認
知
症
検
診
を

�

ご
案
内
し
ま
す

知
的
障
害
者
移
動
支
援
従
事
者

�

（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
）養
成
研
修

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
で

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

日時 場所 内容

第
１
回

10月3日㈯
午前9時～
午後5時

総合福祉
センター
は～とふる

開講式・オリエンテーション、ガイドヘルパー
の制度と業務、障害者（児）福祉の制度とサー
ビス、ホームヘルプサービス概論、ホームヘ
ルパーの職業倫理

第
２
回

10月4日㈰
午前9時～
午後5時30分

総合福祉
センター
は～とふる

知的障害者の疾病・障害の理解、障害者（児）
の心理、移動支援の基礎知識

実
習

11月末まで
に6時間程度 各実習先

《実習》
移動支援に係る技術
【留意事項】
・実習日時等は個別に相談し決定。
・‌�実習時にかかる交通費等は自己負担となり
ます。

※�本研修は知的障害者（児）移動支援従事者養成研修課程（通学）として実施し
ます。
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男
女
で
仕
事
の
内
容
が
違
う
、

昇
進
・
昇
格
に
男
女
差
別
が
あ

る
、
上
司
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
等
で
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、

　
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
行

政
だ
け
で
は
な
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
活
動
も
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
防
犯
・
防
災
等
で

ご
近
所
で
の
連
携
が
必
要
な
と

き
に
は
、
自
治
会
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
自
治
会
の
存
在
が
ま
ち
づ

く
り
の
核
に
な
る
と
考
え
、
自

治
会
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
自
治
会
に
入
り
た
い
と

いっ
た
相
談
や
新
し
い
自
治
会
を

設
立
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

｢

男
女
が
平
等
で
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会｣

を
目
指
し
て
、

男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
個

別
に
相
談
に
応
じ
、
一
緒
に
解

決
方
法
を
探
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い（
事
前
予
約
制
）。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

月
18
日
㈮
ま
で
に
お
手
元
に
届

か
な
い
場
合
や
、
地
区
が
異
な

る
も
の
が
届
い
た
場
合
は
、
ご

み
対
策
課（
市
役
所
３
階
）ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

集
団
回
収
を
行
っ
て
い
る
地
域

は
、
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
と

排
出
日
が
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
９
月
下
旬
以
降
は
、
市

役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
、
ご
み

対
策
課
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

る
）
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番

号
⑦
市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
を
記
入

※
応
募
作
品
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
限　

10
月
９
日
㈮

（
必
着
）

▽
入
賞
決
定　

川
柳
選
考
委
員

会
で
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
入

賞
者
に
文
書
で
通
知

▽
入
賞
発
表　

令
和
３
年
２
月

に
表
彰
を
行
う
ほ
か
、
市
報
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に

帰
属
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、
本

企
画
に
関
連
す
る
業
務
に
限
り

使
用
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

地
域
振
興
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

　

市
で
は
、
学
校
、
家
庭
や
職

場
等
で
感
じ
た
こ
と
、
家
事
・

育
児
や
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▽
募
集
作
品　

男
女
共
同
参
画

社
会
を
推
進
し
、
そ
の
実
現
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
川
柳
（
五
・
七
・
五
）

▽
応
募
方
法　

次
の
①
～
⑦
を

記
入
（
様
式
自
由
）
し
、
地
域

振
興
課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

（
042
―
563
―
５
９
３
１
）ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

①
作
品
（
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
。

自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限

◎
可
燃
ご
み
処
理
の
広
域
支
援

に
伴
う
減
量
の
お
願
い

　

市
内
で
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご

み
は
、
小
平
・
村
山
・
大
和
衛

生
組
合
で
焼
却
処
理
を
し
て
い

ま
す
。
ご
み
の
焼
却
施
設
が
老

朽
化
・
旧
式
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
施
設
の
建
替
え

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
建
替
え
期
間

中
（
令
和
３
年
度
～
７
年
度
）、

可
燃
ご
み
の
一
部
を
多
摩
地
域

の
他
の
ご
み
焼
却
施
設
で
処
理

し
て
い
た
だ
く
広
域
支
援
を
令

和
３
年
４
月
か
ら
予
定
し
て
い

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、

単
独
処
理
浄
化
槽
で
は
、
台
所

な
ど
の
排
水
が
河
川
等
に
直
接

流
れ
込
み
、
悪
臭
や
汚
濁
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

合
併
処
理
浄
化
槽
で
も
、
清
掃

等
の
管
理
が
適
切
に
さ
れ
て
い

な
い
と
河
川
等
を
汚
す
原
因
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
ほ
ぼ
全
域

で
公
共
下
水
道
の
使
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
供
用
開
始

区
域
内
で
く
み
取
り
便
所
や
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
公
共

下
水
道
へ
の
切
り
替
え
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
１
ま
で
。

　

市
内
に
お
け
る
昨
年
の
全
刑

法
犯
の
う
ち
、
約
44.6
％
が
自
転

車
の
盗
難
被
害
で
あ
り
、
自
転

車
盗
は
最
も
市
民
の
身
近
で
発

生
し
て
い
る
犯
罪
で
す
。

　

昨
年
、
都
内
で
盗
難
被
害
に

あ
っ
た
自
転
車
の
57.6
％
が
無
施

錠
の
状
態
で
被
害
に
遭
っ
て
い

ま
す
。
た
か
が
自
転
車
と
思
わ

ず
、
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、

わ
ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
性
能
の
高
い
錠
に
交
換

す
る
な
ど
、
防
犯
効
果
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
性
の
高
い
補
助
錠
も
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

・
必
ず
自
転
車
の
防
犯
登
録
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
防
犯
対
策
が
し
っ
か
り
と
ら

れ
て
い
る
駐
輪
場
を
利
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

ま
す
。

　

他
の
ご
み
焼
却
施
設
に
処
理

し
て
い
た
だ
く
量
を
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の

ご
み
の
減
量
と
分
別
の
徹
底
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
☎
042
―
341
―
４
３

４
５
ま
た
は
ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

◎
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配

布
し
て
い
ま
す

　

10
月
～
令
和
３
年
９
月
の

「
ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
、

全
戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
９

■
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
服
を

持
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
「
検

察
審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審

査
員
が
こ
の
事
件
の
審
査
に
当

た
り
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙

権
を
有
し
て
い
る
方
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
場
合
に
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
042
―
845
―
０
２
９
２

へ
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
左
記
の
こ
と
を
土
木
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
①
街

路
灯
の
下
に
つ
い
て
い
る
黄
色

の
シ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
管
理

番
号
（
Ａ
・
○
○
○
○
等
）
②

街
路
灯
の
所
在
地
③
不
具
合
の

内
容
④
不
具
合
発
生
の
時
期

（
気
づ
い
た
日
）、及
び
時
間
帯
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
土
木
課

・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
空

堀
川
、
奈
良
橋
川
、
前
川
等
の

河
川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
が

汚
れ
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生

き
物
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
汚
濁
水
は
決

し
て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

◎
道
路
や
集
水
ま
す
上
の
清
掃

に
ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

や
周
辺
の
道
路
に
ご
み
等
が
溜

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
ご
み
等

を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ら
名
簿
記
載
通
知
の
ほ
か
に
調

査
表
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
表
は
裁
判
員
候
補
者
の
皆

さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
記
入
・
返
送
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
地
方
裁
判
所

立
川
支
部
☎
042
―
845
―
０
２
７

９
へ
。

■
裁
判
員
制
度

　

令
和
３
年
の
裁
判
員
は
、
次

の
手
続
き
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま

す
。
地
方
裁
判
所
か
ら
の
割
当

通
知
に
基
づ
き
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
方
の

中
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
「
く
じ
」
で
選
定
し
、
裁

判
員
候
補
者
予
定
者
名
簿
を
調

製
し
て
、
地
方
裁
判
所
に
送
付

し
ま
す
。
地
方
裁
判
所
は
、
裁

判
員
候
補
者
名
簿
を
調
製
し
、

対
象
事
件
ご
と
に
呼
び
出
す
べ

き
裁
判
員
候
補
者
を
「
く
じ
」

で
選
定
し
、
い
く
つ
か
の
手
続

き
を
経
て
裁
判
員
を
選
任
し
ま

す
。
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記

載
さ
れ
た
方
に
は
、
裁
判
所
か

男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
川
柳
を

�
募
集
し
て
い
ま
す

自
治
会
加
入
の

�

す
す
め

ご
み
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す

自
転
車
の
盗
難
被
害
に

�

あ
わ
な
い
た
め
に

　

下
水
道
法
で
は
、
く
み
取
り

便
所
は
公
共
下
水
道
の
供
用
開

始
か
ら
３
年
以
内
、
ま
た
、
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

す
み
や
か
に
公
共
下
水
道
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
せ
ず
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

�

お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

裁
判
員
制
度
・
検
察
審
査
会
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※
同
一
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ワ
ク
チ
ン
で
規
定
さ

れ
て
い
る
間
隔
を
あ
け
て
く
だ

さ
い
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
～
就
学
前
で
誕
生
日
が

偶
数
月
の
乳
幼
児
／
10
月
１
日

㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／
場

所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
バ

ス
タ
オ
ル
／
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
／
３
密
防
止

の
た
め
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
／
保
護
者
の
方
と

３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
は
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
／

同
伴
す
る
方
は
最
小
限
の
人
数

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
10
月
８
日
㈭
①
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
②
午
後

３
時
～
４
時
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
８
人(

申
込
順
。

各
回
４
人)

／
電
子
申
請
で
も

受
け
付
け
ま
す
／
離
乳
食
の
進

め
方･

作
り
方
の
話
、
個
別
相

談
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ

こ
ひ
も
、バ
ス
タ
オ
ル
、マ
ス
ク

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
～
３
歳
の
幼
児

の
保
護
者
／
10
月
14
日
㈬
午
後

１
時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
８
人(

申

込
順
。
電
子
申
請
で
も
受
け
付

け
ま
す
）
／
食
育
講
話
、
レ
シ

ピ
紹
介
、
個
別
相
談
／
母
子
健

康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク

に
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
に
な
る
女
性
／
11
月
１
日

㈰
～
令
和
３
年
１
月
31
日
㈰

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
） 

／
場
所　

市
内
指
定
医
療

機
関
／
250
人
（
抽
選
）
／
問
診
、

骨
量
測
定
検
査
（
超
音
波
検
査

ま
た
は
Ｘ
線
検
査
）

【
検
査
・
検
診
の
申
込
み
方
法
】

・
は
が
き
（
専
用
は
が
き
有

り
）：
10
月
８
日
㈭（
消
印
有
効
）

ま
で
に
下
記
の
と
お
り
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
10
月
８
日
㈭
午
後
５

時
ま
で
に
直
接
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
：
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
査
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
10

月
８
日
㈭
ま
で
に
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
「
申
込
専
用
は
が
き
」
は
、

４
月
上
旬
に
配
布
し
て
い
る
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
と
じ

こ
ん
で
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ま
た
市
立
保
健
セ

で
き
る
場
合
は
、
適
宜
マ
ス
ク

を
は
ず
し
ま
し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
職
員
の
人
事
異
動

　

９
月
１
日
付
の
課
長
級
の
人

事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※（　

）内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

【
課
長
級
】

〈
市
民
部
〉

▽
課
税
課
長
兼
市
民
税
係
長
事

務
取
扱　

真ま

野の

淳あ
つ
し（
課
税
課
長
）

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
１
ま
で
。

■
審
議
会
等

　

審
議
会
等
の
傍
聴
が
で
き
ま

す（
当
日
先
着
順
）。当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

９
月
29
日
㈫
午
後
７
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室
／
傍
聴
人
の
定
員　

５

人
／
手
話
通
訳　

ご
希
望
の
方

は
９
月
18
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
／
高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
６
、
フ
ァ
ク
ス
042
―

563
―
５
９
３
０
ま
で
。

◎
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

10
月
19
日
㈪
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第

６
・
７
会
議
室
／
傍
聴
人
の
定

員　

５
人
／
保
育
（
満
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
）　

ご
希
望
の

方
は
10
月
12
日
㈪
ま
で
に
お
申

■
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ス
（
４
歳
児

歯
み
が
き
教
室
）

　

市
内
在
住
の
４
歳
児
と
そ
の

保
護
者
／
10
月
28
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
６
組
程
度

(

要
予
約)

／
唾
液
ｐ
Ｈ
（
ペ
ー

ハ
ー
）
テ
ス
ト
、
歯
科
医
師
講

話（
保
護
者
向
け
）、自
分
磨
き

の
練
習
、
歯
科
健
診
、
歯
み
が

き
指
導
な
ど
／
歯
ブ
ラ
シ
、
コ

ッ
プ
、
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
お
も
ち
ゃ

■
成
人
健
康
相
談

　

健
康
相
談
に
保
健
師
・
栄
養

士
が
応
じ
ま
す
（
歯
科
に
関
す

る
相
談
は
事
前
に
内
容
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
）
／
10
月
２
日

㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
場

所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
予

約
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
／
マ
ス
ク
持
参

／
当
日
自
宅
で
の
検
温
を
お
願

い
し
ま
す
／
健
診
結
果
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

　

10
月
７
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

気
温
が
あ
ま
り
高
く
な
く
て

も
熱
中
症
は
発
生
し
ま
す
。
気

温
が
30
℃
未
満
で
も
湿
度
が
高

い
と
き
（
70
％
以
上
）
に
熱
中

症
が
発
生
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

急
に
暑
く
な
っ
た
と
き
や
、
高

温
で
多
湿
な
と
き
（
蒸
し
暑
い

時
）
に
は
、
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
湿
度
の
高
い
中

で
の
マ
ス
ク
着
用
も
要
注
意
で

す
。
人
と
十
分
な
距
離
を
確
保

■
10
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接

種（
Ａ
類
）
の
一
部
が
変
更
に

な
り
ま
す

◎「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
」

が
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
「
定

期
接
種
」
に
な
り
ま
す

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸

炎
は
、
衛
生
状
態
に
関
わ
り
な

く
発
症
し
ま
す
。
重
症
急
性
胃

腸
炎
に
関
連
す
る
入
院
の
原
因

と
し
て
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
最

も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が

急
性
脳
症
の
合
併
が
あ
る
こ
と

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て　

ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類

あ
り
、
ど
ち
ら
も
口
か
ら
飲
む

生
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
医
療
機
関

で
相
談
し
、
ど
ち
ら
か
の
ワ
ク

チ
ン
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
２

種
類
と
も
、
予
防
効
果
や
安
全

性
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
接

種
回
数
が
異
な
り
ま
す
。
他
の

ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
を
考
慮
し
て
か
か
り

つ
け
医
と
相
談
し
、
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
途
中
か
ら

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
を
変
更
す
る

こ
と
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
最

初
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
２

回
目
以
降
も
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

・
副
反
応
に
つ
い
て　

副
反
応

は
、
下
痢
、
嘔
吐
、
ぐ
ず
り
、

せ
き
、
鼻
水
、
発
熱
な
ど
が
出

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

は
数
日
で
お
さ
ま
り
ま
す
。
た

だ
し
、
高
熱
や
け
い
れ
ん
な
ど

の
異
常
や
、
腸
重
積
症
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
を

す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
腸
重
積
症
と
は　

腸
の
一
部

が
隣
接
す
る
腸
管
に
は
ま
り
込

む
病
気
で
、
速
や
か
な
治
療
が

必
要
で
す
。
以
下
の
よ
う
な
症

状
（
突
然
は
げ
し
く
泣
く
・
嘔

吐
を
繰
り
返
す
・
便
に
血
が
混

じ
る
・
ぐ
っ
た
り
し
て
顔
色
が

悪
い
・
機
嫌
が
良
か
っ
た
り
不

機
嫌
に
な
っ
た
り
を
繰
り
返
す
）

が
一
つ
で
も
現
れ
た
ら
、
腸
重

積
症
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
速

や
か
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
月
齢
が
進
む
と
、
腸
重
積
症

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

初
回
接
種
は
、
生
後
２
か
月
か

ら
生
後
14
週
６
日
ま
で
の
間
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。
生
後
15
週

０
日
以
降
の
初
回
接
種
に
つ
い

て
は
、
安
全
性
が
確
立
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

※
対
象
の
方
に
は
個
別
に
予
診

票
を
お
送
り
し
ま
す
。

◎
定
期
予
防
接
種
の
接
種
間
隔

が
変
更
に
な
り
ま
す

　

生
ワ
ク
チ
ン
（
注
射
）
を
接

種
後
、
次
に
接
種
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
他
の
生
ワ
ク
チ
ン（
注
射
）

の
場
合
は
、
27
日
以
上
あ
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
場
合
で
は
接
種
間
隔
の
制

限
が
な
く
な
り
ま
し
た
〔
例
：

生
ワ
ク
チ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）
→
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
（
Ｂ
型
肝
炎
）

の
場
合
〕。

し
込
み
く
だ
さ
い
／
保
育
課
・

内
線
１
７
５
８
ま
で
。

■
市
制
50
周
年
記
念
式
典
の
実

施
に
つ
い
て　

　

市
制
50
周
年
記
念
式
典
に
つ

き
ま
し
て
、
本
来
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
祝
う
式
典
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
を
講
じ
、
式
典
時
間

の
短
縮
、
規
模
及
び
出
席
者
の

縮
小
等
、
留
意
し
て
次
の
通
り

実
施
し
ま
す
／
９
月
26
日
㈯
午

前
10
時
か
ら
／
場
所　

ハ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ル
／
内
容　

①
記
念
事

業
（
子
ど
も
・
子
育
て
憲
章
、

健
幸
都
市
宣
言
の
発
表
）

②
市
政
功
労
者
表
彰
式
／
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
１
ま
で
。

■
国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
を
対
象
に
、
診
療
報
酬
明
細

書
（
レ
セ
プ
ト
）
デ
ー
タ
及
び

特
定
健
康
診
査
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
保
健
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

・
医
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
通

知
の
送
付　

特
定
健
康
診
査
の

結
果
か
ら
改
善
が
必
要
な
項
目

が
あ
っ
た
方
の
う
ち
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
い
な
い
方
、
生

活
習
慣
病
の
治
療
を
中
断
し
て

い
る
方
に
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。

・
保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談

等　

病
名
、
検
査
、
処
方
等
の

状
況
に
よ
り
生
活
習
慣
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
必
要
な
方
に
、
保
健

師
等
に
よ
る
電
話
相
談
等
に
関

す
る
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
の
方
に
電
話
で
、
健
康
の

維
持
・
増
進
に
向
け
た
情
報
提

供
や
、
服
薬
等
に
つ
い
て
の
相

談
、
指
導
を
行
い
ま
す
／
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
３
０
ま
で
。

情報マップ

　

市
内
在
住
の
40
歳
～
74
歳

（
昭
和
21
年
４
月
２
日
～
昭
和

56
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
方

で
、
過
去
に
市
の
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
査
を
受
診
し
た
こ
と
が
な

い
方
（
胃
・
十
二
指
腸
疾
患
で

治
療
中
ま
た
は
経
過
観
察
中
の

方
等
は
除
く
）
／
11
月
１
日
㈰

～
12
月
28
日
㈪
（
医
療
機
関
の

休
診
日
は
除
く
）／
場
所　

指
定

医
療
機
関(

東
大
和
市
・
小
平

市
・
武
蔵
村
山
市)

／
200
人
（
抽

選
）
／
問
診
、
血
液
検
査
（
ピ

ロ
リ
菌
抗
体
等
）

※
検
診
票
は
10
月
下
旬
頃
に
発

送
し
ま
す
。
検
査
の
性
質
上
受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
案
内
文
を
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
で
、
令
和
２
年
４

月
２
日
～
令
和
３
年
４
月
１
日

放置自転車等は撤去します 安全な歩行空間を確保するため、駅近くの放置禁止区域内の歩道などには自転車等を放置しないでください。駅から概ね
８００メートル以内にお住まいの方は、自転車等の利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線１２１３まで

ン
タ
ー
窓
口
で
も
配
布
し
て
い

ま
す
／
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、

１
人
１
検
査
（
検
診
）
と
な
り

ま
す
／
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
／
検
診
の
申
込
み
に
関
す
る

問
合
せ
は
、
10
月
８
日
㈭
午
後

５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
／

不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

2 0 7 ー 0 0 1 5

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
査（
検
診
）名
を
記
入
〕

63円
切手

（はがき裏） （はがき表）

１．氏名（ふりがな）

２．申込者の住所

３．  生年月日・年齢・性別

市役所☎042−563−2111（代） 6東やまと市報 令和 2 ・ 9 ・ 1 5



ん
な
の
体
育
館
：
毎
週
日
曜
日

午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分
／

■場
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
：
毎
週

日
曜
日
午
前
９
時
45
分
～
10
時

45
分
／
■入
三
千
円
／
■月
二
千
円

／
■問
吉
川
042
―
564
―
３
２
８
７

■
令
和
３
年
度
（
公
財
）
東
京

市
町
村
自
治
調
査
会
広
域
的
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
等
事
業

の
助
成
団
体
募
集

　

市
町
村
の
ワ
ク
を
越
え
て
行

わ
れ
る
多
摩
地
域
の
市
民
交
流

や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な

が
る
事
業
の
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
／
申
請
期
限　

12
月

３
日
㈭
／
新
規
団
体
向
け
説
明

会
（
要
申
込
み
）　

10
月
22
日

㈭
午
後
６
時
か
ら
／
■問（
公
財
）

東
京
市
町
村
自
治
調
査
会
事
業

部
企
画
課
042
―
382
―
７
７
８
１

■
看
護
師
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

～
令
和
３
年
度
都
立
看
護
専
門

学
校
入
学
試
験
募
集
要
項
配
布

　

①
一
般
入
学
試
験
②
推
薦
入

学
試
験
③
社
会
人
入
学
試
験

（
す
べ
て
３
年
課
程
）
／
出
願

期
間　

①
令
和
３
年
１
月
５
日

㈫
～
８
日
㈮
②
10
月
６
日
㈫
～

８
日
㈭
③
９
月
17
日
㈭
ま
で
／

試
験
日　

①
令
和
３
年
１
月
24

日
㈰（
学
科
）・
29
日
㈮（
人
物

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
9
１
ま
で
。

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
初
心
者
教
室

(

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会)

／
市
内

在
住
の
成
人
の
方
／
９
月
17
日

㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時

～
11
時
30
分(

半
年
間)

／
■場
奈

良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／
実
技
の

指
導
他
／
■講
協
会
指
導
員
／
■持

飲
み
物
、帽
子(

用
具
は
貸
出
有
）

／
■問
清
水
090
―
２
３
０
７
―
１

１
１
３

■
会
員
募
集（
合
気
道
会
）／
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
４
歳

以
上
の
方
／
①
一
般
ク
ラ
ス

（
中
学
生
以
上
）／
■場
東
大
和
市

ロ
ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
：
毎

週
水
曜
日
午
後
２
時
～
３
時
30

分
・
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
30

分
～
９
時
30
分
・
毎
週
日
曜
日

午
後
５
時
30
分
～
７
時
、
■場
清

原
市
民
セ
ン
タ
ー
：
毎
週
日
曜

日
午
前
10
時
45
分
～
正
午
、
②

子
ど
も
ク
ラ
ス（
４
歳
～
小
学

生
）／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

納期限　9月 30 日（水）
・国民健康保険税　　　　　　　　第３期
・介護保険料　　　　　　　　　　第３期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
　・後期高齢者医療保険料　　　　　第３期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
の
真
実

　
　

森
本 

修
代 

著

・
ア
フ
リ
カ
出
身 

サ
コ
学
長
、

日
本
を
語
る

サ
コ
，
ウ
ス
ビ 

著

・
柔
の
道

山
下 

泰
裕 

編

・
ア
ス
リ
ー
ト
の
科
学

久
木
留 

毅 

著
・
政
治
部
不
信

南 

彰 

著

〈
児
童
書
〉

・
恐
竜
学

　
　

真
鍋 

真 

著

・
み
ず
を
く
む
プ
リ
ン
セ
ス

ヴ
ァ
ー
デ
，
ス
ー
ザ
ン 

文

・
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
を
さ
が
し
て

戸
森 

し
る
こ 

作

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

■
就
学
時
健
康
診
断
の
通
知
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和

3
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
、
新
１
年
生
を
対
象
に
、
就

学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
中
旬
に
、
保
護
者
に
就
学

時
健
康
診
断
の
通
知
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
指
定
の
学
校
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
・
持

ち
物
等
に
つ
い
て
は
、
通
知
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
や
病
気
等
で

受
診
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

教
育
総
務
課
（
市
役
所
５
階
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
教
育

総
務
課
・
内
線
１
５
２
２
ま
で
。

■
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

９
月
21
日
（
祝
日
）
～
30
日

㈬
ま
で
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

／
ス
ロ
ー
ガ
ン　

世
界
一
の
交

通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を

目
指
し
て
／
運
動
重
点　

①
子

ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の

確
保　

②
高
齢
運
転
者
等
の
安

全
運
転
の
励
行　

③
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
と
飲

酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止

④
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

（
東
京
都
で
定
め
た
地
域
重
点
）

／
東
大
和
警
察
署
☎
042
―
566
―

０
１
１
０
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座

　

10
月
10
日
㈯
午
後
０
時
30
分

～
４
時
45
分
／
場
所　

中
小
企

業
大
学
校
東
京
校
東
大
和
寮
／

20
人
（
先
着
順
）
／
内
容　

プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
、

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
／
無
料

／
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
延

期
も
し
く
は
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
／

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ

ス
ト
）
担
当
☎
042
―
565
―
１
１

９
５
へ
。

「人工呼吸器」と「エクモ」の違い

　「ＥＣＭＯ（エクモ）」という人工肺装置
は、新型コロナウイルス感染症などで重症
化した肺炎患者の治療において最終的な切
り札として期待されています。
　「人工呼吸器」は肺の機能を“補助”す
るもので、肺に酸素を入れ、肺から血管の
中に入れていくもので初期の患者に使われ
ます。一方、「ＥＣＭＯ（エクモ）」（体外式
膜型人工肺）は肺の機能を“代替”するも
ので、血管の中に直接酸素を入れる装置で
す。血液を太ももの付け根の血管（静脈）
から取り出し、エクモの「人工肺」に血液
を送り、二酸化炭素を取り除きます。その
後、血液を首の付け根の血管（静脈）に戻
すことで、体の中の臓器に酸素が届けられ
ます。つまり、エクモで血液が循環してい
る限り、肺が止まって呼吸をしていなくて
も生きることができるため、肺の機能を使
うことが難しい重篤な患者に使われるので
す。エクモの使用期間は２～４週間と言わ
れています。
　理論的には人工呼吸器よりも良いのです
が、脳出血などの合併症の危険性もありま
す。１～２分間で全身の血液が入れ替わる
ほどの速度で装置が回転し、血液をサラサ
ラにするため、予期せぬところから出血す
る可能性があるのです。
　身体への負担が大きいこと、合併症が重
篤であることで、安易に使えないため“治
療における最終的な切り札”という表現が
使われるのです。肺が完全に病気で崩壊し
きってからエクモを使っても治りません。
最後の最後まで取っておくことは誤りでは
ないですが、ただ何でもかんでも早く使え
ば良いということも誤りだと思います。適
切な時期に使用開始することで、より有効
になる可能性があります。これからの治療
に期待したいと思います。

公益社団法人東大和市医師会

平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただ
くようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

考
査
）
②
10
月
23
日
㈮
（
小
論

文
・
人
物
考
査
）
③
10
月
４
日

㈰（
小
論
文
）・
23
日
㈮（
人
物

考
査
）
／
詳
細
は
各
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
広

尾
校
03
―
３
４
４
３
―
０
６
４

２
、
板
橋
校
03
―
５
９
４
３
―

７
０
４
０
、
荏
原
校
03
―
３
７

２
７
―
２
９
６
１
、
府
中
校
042

―
324
―
６
４
１
１
、
北
多
摩
校

042
―
567
―
０
３
３
１
、
青
梅
校

０
４
２
８
―
31
―
９
０
５
１
、

南
多
摩
校
042
―
389
―
６
６
０
１

■
令
和
２
年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試

験試
験
日
時　

12
月
20
日
㈰
午
前

10
時
～
正
午
／
■場
青
山
学
院
大

学
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
／

受
験
手
数
料　

六
千
円
／
申
込

書
の
配
布　

９
月
25
日
㈮
～
10

月
30
日
㈮
の
平
日
、
下
水
道
課

（
市
役
所
２
階
）
／
申
込
方
法

必
要
事
項
を
記
入
し
、
10
月
１

日
㈭
～
30
日
㈮
に
、
東
京
都
下

水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱(

千
代
田
区

大
手
町
２
―
６
―
２)

へ
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
／
主
催

東
京
都
下
水
道
局
／
■問
同
申
込

先
03
―
３
２
４
１
―
０
８
１
８

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
あ
ん
し
ん
講
座
（
基
礎
編
）

　

市
内
在
住
・
在
勤
ま
た
は
市

内
で
後
見
人
等
と
し
て
活
動
し

て
い
る
方
／
①
10
月
21
日
㈬
②

10
月
28
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
／
場
所　

社
会
福
祉

協
議
会
／
15
人
（
申
込
順
）
／

①
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

（
基
本
的
内
容
と
活
用
法
）
②

後
見
人
等
の
基
本
的
な
役
割
と

業
務
／
講
師　

田
村
隆
氏
（
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ

東
京
会
員
）
／
無
料
／
各
回
、

１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
へ
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
手

話
通
訳
が
必
要
な
方
は
申
込
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
／
マ
ス

ク
着
用
／
入
室
時
に
検
温
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
実
施
／
社
会
福

祉
協
議
会
あ
ん
し
ん
東
大
和
☎

042
―
590
―
０
０
１
８
、
フ
ァ
ク

ス
042
―
564
―
３
６
８
０
へ
。
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窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

■ぱんだウインドオーケストラメンバー《チームＤ》に
よる「ぱんだがお願い」優勝記念コンサート 東京公演

【延期公演】10月27日㈫ 午後
7 時開演／小ホール／全席自
由／一般・友の会500円／若
手プロ奏者が結集した注目の
吹奏楽団「ぱんだウインドオー
ケストラ」のメンバーが贈るソロ
＆アンサンブルコンサート／未
就学児入場不可

■ソープカービングワークショップ
10月24日㈯午前10時～正午／会議室／定員：先着10人（小学校高学年以上対象、1 人でナイフや彫刻刀を扱える
程度）／一般2,300円（友の会2,000円）／講師：藤村美映／はじめての方でも大丈夫！石鹸を使ったお花模様の彫刻
で、自分だけの作品作りを楽しみましょう！／申込等の詳細は、お問い合わせください。

■佐藤采香ユーフォニアムリサイタル 
癒しの響きをあなたに ユーフォ・ for 
YOU!
11月15日㈰午後3
時開演／小ホー
ル／全席指定／
一般1,500円（友の
会1,200円）／国内
外のコンクールで
の華々しい活躍、柔らかな音色、深い音楽性、
圧倒的な技術で世界の注目を集める佐藤采香
のソロコンサート／出演：佐藤采香（ユーフォニ
アム）、清水初海（ピアノ）／未就学児入場不可

■ロビーコンサート vol.235
『パレロサクソフォンカルテット ランチタイムコンサート』 
9月30日㈬正午開演／入場無料

大・小ホールは令和3年10月分、その他の施設は
令和3年4月分です。なお、市民を対象とした調整
会議は、10月1日㈭午後1時30分から行います。

よもやまばなしと歩きましょう
　東大和市自主グループ郷土史みちの会が発
行した「東大和のよもやまばなし」をご存じ
ですか。今から38年前、昭和57年に発行され
たもので、先人たちから語り伝えられてきた
様々なエピソードや逸話を掘り起こし、約100
編ほどにまとめ１冊の本にしたものです。
　多摩湖の下に沈んだ村の美しくのどかな生
活の様子や、多くの野生動物と村民との関わ
り。疫病封じのため信じて祀ったお社や、地蔵、
神社、仏閣の類いのこと。食べもの、祭りな
どの行事、娯楽、と盛りだくさんです。お話
してくださった古老の方々の楽しそうな表情
が目に浮かびます。
　市では、この「よもやまばなし」などをテー
マにした27体の美術工芸品（モニュメント）
を市内全域に設置しています。その中からい
くつかをご紹介します。
　豊鹿島神社参道には、どこからか飛んできて
目を光らせている “ふくろう” が。郷土博物館
前には、農作物を荒し、農民が恐れていたとい
う “いのしし” が。東京街道団地北には、農家
で飼っていた鶏をぬすんで食べていた “古狸”
が置かれています。その他の動物のモニュメ
ントからも、東大和が今以上に自然豊かな土
地だったことがわかります。娯楽の少なかっ
た頃は、力

ちから

競
く ら

べが楽しみの一つとしてあった
そうです。神社の境内には、たいてい力石が
置いてありました。また運動会の呼び物に俵
かつぎ競争があり、どちらも村一番の力持ち
を競い合ったそうです。“力石” は東大和市ロン
ドみんなの体育館に、“俵かつぎ” は上仲原公園
に置かれています。それぞれのモニュメントの
台座には、テーマにちなんだ話が刻まれてい
ます。そこからは貧しくとも自然と共に暮ら
した先人たちの様子を窺

うかが

い知ることができます。
　都市計画課で作成したモニュメントマップ
や市立保健センターで発行している健康
ウォーキングマップにも詳しい地図が載って
います。
　新しい生活の形を探りながらの毎日ですが、
魅力的で素敵な作品を巡りながら、わが町の
遠い昔に思いを馳せてみてはいかがですか。

（市民記者　氏井直美）

市
レポート

記民 者

■
保
険
料
の
追
納
制
度

　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部

免
除
の
承
認
を
受
け
た
期
間
ま

た
は
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
時

と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
免
除
等
の
期
間
は
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
や
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
制
度

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間

に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
に
は
、
納
付
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
追
納
申
込
書

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し

た
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」

　

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
に
、
障
害
基

礎
年
金
等
を
受
給
で
き
な
い
障

害
者
の
方
を
対
象
に
「
特
別
障

害
給
付
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者

①
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た

学
生

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民

年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者

の
配
偶
者

　

前
記
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
の
う
ち
、
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
内
に
初
診
日
（
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ

い
て
、
初
め
て
医
師
の
診
療
を

受
け
た
日
）
が
あ
り
、
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
障
害

基
礎
年
金
１
、
２
級
相
当
の
障

害
状
態
に
あ
る
方
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
65
歳
に

達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請
求

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
支
給
額
等
（
令
和
２
年
度
）

・
障
害
基
礎
年
金
１
級
相
当
に

該
当
す
る
方
：
月
額
５
万
２
４

５
０
円

・
障
害
基
礎
年
金
２
級
相
当
に

該
当
す
る
方
：
月
額
４
万
１
９

６
０
円

・
支
給
額
は
毎
年
度
、
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。

・
本
人
が
他
の
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
や
、
本
人
の
所
得

に
よ
っ
て
は
支
給
が
調
整
（
停

止
）
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
給
付
金
は
請
求
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
方

は
、
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▪
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事
務

所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま
た

は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
８
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

最新情報は、ハミングホールのホームページに掲載し
ます。

ハミングホール
ホームページ

献血実施のお知らせ
　東大和市役所にて献血を行います。献血会場では、徹底
した感染予防対策を行っています。皆さんのご協力をお
願いします。なお、2 0 0ml献血の受付については、当日
の必要量が確保できた際には受付を終了する場合があり
ます。
日時　9月29日㈫午前10時～正午、午後1時15分～4時／
場所　市役所会議棟前／献血種類　2 0 0mlまたは4 0 0ml採血

▷問合せ　市立保健センター☎0 4 2-5 6 5-5211まで。

ロビーコンサート

参加申込受付中

発売中の公演

10月の施設利用申込み

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　☎　042-528-3722へ

広告
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